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B4 2> bo— LR (100 ng); £45: HURE (10 ng); B4 HUR (50 ng); 7=4%: HR (100
ng);

HEK293 (1). Jurkat (2). MCF-7 (3). A431 (4). NIH/3T3 (5). Jurkat (6). K562 (7).
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	製品名: DDX39Bマウスモノクローナル抗体
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、pre-mRNAスプライシングにおいてATP加水分解を媒介するRNA依存性ATPaseのDEADボックスファミリーのメンバーをコードします。コードされているタンパク質は、U2核小体リボ核タンパク質とpre-mRNAの会合に必要な必須のスプライシング因子であり、核から細胞質へのmRNAの輸送においても重要な役割を果たします。この遺伝子は、腫瘍壊死因子αおよび腫瘍壊死因子βをコードする遺伝子の近傍に局在する遺伝子クラスターに属します。これらの遺伝子はすべて、ヒト主要組織適合遺伝子複合体クラスIII領域内にあります。この遺伝子の変異は、関節リウマチに関連する可能性があります。選択的スプライシングにより、複数の転写産物バリアントが生じます。関連する疑似遺伝子は、染色体 6 と 11 の両方で特定されています。この遺伝子と上流の ATP6V1G2 (ATPase、H+ 輸送、リソソーム 13kDa、V1 サブユニット G2) 遺伝子の間でもリードスルー転写が起こります。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線: コントロール抗原 (100 ng); 紫線: 抗原 (10 ng); 青線: 抗原 (50 ng); 赤線: 抗原 (100 ng);
	

	HEK293 (1)、Jurkat (2)、MCF-7 (3)、A431 (4)、NIH/3T3 (5)、Jurkat (6)、K562 (7)、およびHepG2 (8)細胞溶解物に対するDDX39BマウスmAbを使用したウエスタンブロット解析。
	

	DAB 染色による DDX39B マウス mAb を使用したパラフィン包埋ヒト子宮頸癌組織の免疫組織化学分析。

